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成立に関 しては、『讃岐典侍 日記』研究の先導的役割を果た した玉井幸助氏の三巻説(下 巻末散
侠説)、玉井氏の三巻説を受け、作者の覚書 ・手記を想定 した今井源衛氏の二段階成立説 などがま
ず挙げられよう。それに対 して、森田兼吉氏 は、上巻執筆の材料としての覚書の存在を否定 し、執
筆時期についても嘉承2年10月以後だと述べる。 しかし、森田氏の下巻に関する 「回想」と 「和歌1
の問題については承服できな い点がある。宮崎荘平氏説は、初めから読者を想定せずに執筆した自
照文学の代表作として捉える点に特色がある。守屋省吾氏は、長子が堀河天皇の皇子を生むことを











さて、石埜敬子氏の見解は見逃 し難い。特に、下巻の回想を前期 ・中期 ・後期の三っの部分に分
けてそれぞれの特色を説明し、そこから物語に近い性格を持つことを導 き出したことは注 目に値す
る。また、宮崎荘平氏の 『平安女流日記文学の研究』は示唆的である。作者の自照を一貫 とした主















機 と成立にっいて考察 した。上巻執筆の契機 となったのは堀河天皇の崩御であることは間違いない
が、天皇の病気の重さを察知 し得なかったことに対する後悔の念が強く見えることなどから、作者
に筆を執 らしめた原動力は堀河天皇への敬愛の情 と憐れみの念であったのではないか。堀河天皇の





者が 『讃岐典侍日記』で最 も書 きたかったのは、自身 と堀河天皇だけの世界であった。 しかし、上
巻ではその意図が達成 されなかった。そこで再出仕は日記の下巻を執筆する契機 となった。再出仕













日記の世界で自分 と堀河天皇 との恋愛を成就せ しめるたあであったか らだと思われる。
第2章 『讃岐典侍 日記』の主題




される。序からは、堀河天皇 との日々の思い出を書 くという行為を通 して、自身 と堀河天皇との恋
を再確認 し、現在の 「生」を獲得 しようとしていたことが読み取れる。 しかし、下巻の末尾の章段




藤三位の泣 き狂 う様子を描写 した筆致からは、二人の女性に対する作者の劣等意識が感 じられ。そ
して、「反省めいた」心情のあ らわれは、実は愛情の不充足への反省が目的ではな く、下巻の執筆





二人だけの世界を構築 しようとす るが、天皇の崩御によってそれは現実的には不可能 となる。 しか
し、再出仕に際し、読者への弁疏を試みた後、 自身の重要性 と再出仕の不可避性を確認することに
よって、 自身 と堀河天皇 との恋の世界を、精神的磁場の中に構築することが可能となったのである。
下巻の再出仕をめぐる叙述の部分では、作者は 「傍観者」 としての位置に置かれているが、泉見
物 と扇引きとの回想を経て、五節の回想に至ると、作者は完全に当事者であり、しかもその世界は、
第三者の介入を許さない堀河天皇 とのたった二人の世界 として現前する。以後の、押 し出をする回
想、里 さがりの際の思い出もまた、完全に作者 と堀河天皇との二人だけの世界である。 このように
して、『讃岐典侍日記』の主題は形成され、そ して完成されることになったのである。
第3章 『讃岐典侍 日記』の構造
r讃岐典侍 日記』は、r本朝書籍目録』に3巻 とあるため伝本や成立に関 して諸説が行われてい
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るが、 ここでは、一応現存の2巻 を研究の対象 とす る。
まず、上巻の構造にっいて考察 してみると、表現 ・文体と作者の心境変化、あるいは記事内容な
どから、大 きく4群に分けることがで きよう。第1群 は、 日本古典全集本の章段でいえば、日記全
体の序の役割を果た している第1段 に相当する。第2群 は、第2段 か ら第16段までで、堀河天皇の
発病から崩御に至る叙述である。第3群 は、第17段から第22段までで、堀河天皇の危篤、崩御、そ







した帝の姿、その 「めでたき御こと」を回想 している。第2群 は、本作品の成立事情を考察する上
で重要な部分である。長子は堀河天皇を献身的に看護 しているが、そうした状況の中で覚書を記す
余裕があったとは考えにくい。作者は、覚書によったのではなく、堀河天皇の死を回想の基点とし
て上巻を書 き記 したのではなかろうか。 日記中に堀河天皇が自らの病気の回復の見込みがないこと
を自覚 した言葉が見 られるが、 もし、 この作品が覚書によったとするな らば、作者は最も敬愛する
天皇の不吉な言葉を書きとどめたことになるのであるが、それは想定 しがたいことである。
さて、上巻では、堀河天皇のことが中心 として描かれるが、「御心のめでたき」「御心のありがた
さ」などの表現か ら、長子が堀河天皇をいかに敬愛 しているかが知 られるであろう。長子は、愛す
る天皇が御健康を回復されるように一所懸命に看病 し、天皇の病状の変化に伴い彼女の心情も起伏
する。 しかし、上巻では、中心は作者の心の動 きではなく、あくまでも堀河天皇の動静を写 しとる
ことである。
さらに上巻で注目すべきことは、作者が脇役、あるいは附随的な人物として登場することである。





皇 と自己との世界」が構築され始めることとなる。その後の第4群 の第23段にある神璽 ・宝剣の譲
渡 という公的事件にっいて、作者はそれほど大 きな関心を示 してはいない。第24段は、美濃の内侍
が天皇の思い出を作者に利かせる場面である。堀河天皇が亡 くなった後のこの二っの記事には、作
者の寂蓼感が滲み出ていると言える。
以上は上巻に関する考察であるが、次に下巻の構造 と内容について考えてみよう。 『讃岐典侍 日
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記』の下巻は、堀河天皇亡 き後の回想記であるので、回想内容、回想の質を中心にしてその構造を
検討する必要がある。下巻の世界は、5群 に分けることができる。第1群 は、第25段か ら第28段ま
でで、再出仕するまでの迷 い、悩みが描かれる。再出仕を徹底的に拒絶するのではなく、自己の再
出仕を弁疏しているように読み取れる。第1群 をみると、長子 は 「昔」のことにこだわってはいる
が、堀河天皇を巡 る具体的な思い出は見 られない。第2群 は、第29段から第35段までである。第29
段 は元 日、長子が鳥羽新帝に再出仕 し始める日の事を描いたものである。長子は目前の事実を媒介
に して堀河天皇のことを回想する。 ここでの堀河天皇 は静態的であるが、以後、回想は次第に独立
性を持ち始め、「作者と堀河天皇 との世界」の形式の意図が色濃 くなって来ていることは看過でき
まい。第30段は、作者が鳥羽天皇にお食事を差 し上げている場面だが、いわゆる 「御膝の影」の事
が出て くる。 ここで回想の独立性がほの見えるが、第31段か ら第35段まででは、いったんそれはや
や退き、作者 は再び眼前の事象を昔のそれと比べて記述する傾向を示すに至る。 しかし、第2群 と





て くる。そ して、ここでは作者の描写の焦点も、堀河天皇か ら徐々に自己自身の身の上に移されて
いることがわかる。第39段は、鳥羽天皇が内裏に移る場面である。ここでも例の 「御膝のかげ」が



















劣 らず誠心誠意、堀河天皇を看護 していたということである。その2は、堀河天皇が崩御 した隆の
大弐三位の悲痛な様子とその話から、乳母である彼女と天皇 との心の交流は、現実の問題としては
典侍の長子 とは比べ ものにならないほど深いものがあったと思われることである。その3は、 日記
の下巻では、大弐三位のことに触れる回想 は一っしかないことか ら、長子の回想内容の取捨選択の
基準は大弐三位にではなく、あくまでも堀河天皇にあったことが明 らかだということである。その
4は、 日記中で も、史実と同様、大弐三位の身分 ・地位が、長子より遥かに高いものとして描かれ
ていることである。
次は、弁三位である。弁三位は大納言藤原公実の妻で、 日記に見 られる弁三位に関する記事 は、

































れた ものであることがそれ らを分析することによって確認することができた。そして、上 ・下巻に
共通 して用いられている朝→昼→夜 という時間表現は、 自分がいかに献身的に帝を看護 しているか
を読者に強 く印象づけることを意図 したものであることを示 している。
第6章 「讃岐典侍日記』の表現
一 下巻を中心 として一
同語反復の表現は、決 して 『讃岐典侍 日記』に特有のものではない。 しか し、同語反復の表現が
頻繁にあらわれる15段から18段までは、堀河天皇が病魔に襲われて最も苦 しい時期であった。そこ
で同語反復の表現を用いることによって、天皇の容態を一層鮮明に浮かび上がらせる効果を期待す




部分 と大体重複 していることに注意 しておきたい。
次に時間表現について考えてみよう。53段か ら55段までの章段は別にして、嘉承2年(1107年)
10月か ら翌年の12月までの時間叙述は、全 く機械的、物理的意識に基づいており、 したがって各々
の月が独立 した内容を もって、完全な月次の構成のもとに整理されている。15箇月の長い時間にわ
たって、月を欠 くことのない配列法は、下巻の一っの特色 と言えるであろう。各時間帯の叙述は、






















るために、和歌の贈答を始める。 日記の末尾の章段に対読者意識が強 くあ らわれ るの も、長子の
「共感」や 「連帯」の希求のなせるわざであったに違いない。
第2篇 『讃岐典侍 日記』 の諸相
第1章 『讃岐典侍日記』における心情語
心情をあらわす語は、作者の心の推移と作品の主題を暗示 しやすい。ここでは 「あはれ」と 「を
かし」「かなし」の3つ の心情語を取 り上げて考察する。
まず、「あはれ」をめ ぐる主体 と客体の人間関係 は極めて単純で、天皇(堀 河 ・鳥羽)、女房(作




し」を含む記事は、堀河天皇の長子への愛情の裏付けともなるものである。 しか し、「あはれ」 と
「をか し」 との著しい不均衡 によって、「みやび」の生活感情の表出までには至っていない。なお、
「をか し」の用例が少ないことは、長子が常に対象 と一体化 してしまって、客体化 ・客観化 に基づ
く観照する精神を欠き、〈眺める心〉の欠如に由来するものであると言えるだろう。 また、 『讃岐
典侍日記』中の 「あはれ」「をか し」「かなし」の用例の多 くは、直接的、間接的に堀河天皇に関連
していることから考えると、堀河天皇を描 くことが、作者の執筆目的であり、作品の主題だったこ
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とを意味す る。 と同時 に、堀 河天皇を精確 に描 くことによ って、 自分 自身 の心 の所在 を も表 出す る
ことが できたのだ と思 われ る。
本 日記 に見 られる心情語 は、上 の3語 のほか、「こころう し」10例、 「こころぼそ し」2例 、 「わ
び し」3例 、「わぶ」4例 、「はか な し」4例 、「くる し」10例、「くる しげな り」11例、 「寂 しげ な
り」2例 などがあげ られ る。 この よ うな一方的 な下降的認識 と感情体験 は、作者 の精神 の不安定 ・
不均衡 と無縁 ではなか った はずで ある。





うなものであったのか、それ らにっいて、 ここでは一歩踏み込んで考察を行 った。
『讃岐典侍 日記』で最 も著名な 「御藤のかげ」 と呼ばれるエピソー ドが、上 ・下巻にわたって三
度繰り返 し記 されていることは、作者自身にとって大 きな意味を持ち、作品世界に強い暗示を投げ
かけていると言えよう。それは、「褻」の世界において しか存在 しえない長子 と堀河天皇 との愛:を
示 しており、長子が自らの心に深 く刻印したものであったからである。
次に、和歌の世界か ら長子と堀河天皇 との恋を考えてみよう。長子の父の藤原顕綱 は、 『後拾遺
集』以下の勅撰集に20余首 も入集 している当時の代表的歌人の一人であった。兄の有佐は 『金葉集』
の歌人であり、姉の藤三位兼子は 『千載集』の歌人である。そして、長子 自身が和歌の教養を十分





に対して、長子は、冷静に天皇の最期の容姿を目に深 く刻印 しようとして客観的に凝視 しており、
ここに、天皇に対する愛情、美化、無限の追慕の情を読み取ることができるのである。



















第4章 『讃岐典侍 日記』上 ・下巻における 「われ」の位相
現存する 『讃岐典侍 日記』の上 ・下巻の間には、表現や時間構造などに大きな差異が横たわって
い る。上巻は即物的表現が特徴的であるのに対 して、下巻は修飾的雅文が駆使され、故事や古歌か
らの引用が自立 っている。 これらの相違を、「われ」の位相の相違 ・変貌 に着 目しっっ、作者の精
神構造を通 して究明してみることにする。
上巻の 「われ」(長子自身の言動を含む)に は次のような特質が見られる。 まず、作者 自身の こ
とを 「われ」と表現する例 は、すべて地の文においてであり、会話文で用いられる例は一っ もない
ことがわかる。次に、「われは、ただ」、「われも」、「われ、乳母などのやうに」 とい う言 い方が頻
繁に用 いられていることから、身分的に自分の無力さをも感 じる気持ちが読み取れよう。そして、
上巻の舞台に登場する長子 は、あくまでも数多 くの女官 ・女房の中の一人に過 ぎないのであって、
極端に言えば、堀河天皇 と直接対話する機会にはそれほど恵まれていなか ったと言えるかもしれな
い。 このように、上巻に見 られる 「われ」は、一人の侍女像 としての附随的な位置に置かれている。
これに対 して、下巻の 「われ」の例は、おおよそ次のようにまとめられるであろう。
その1、下巻の長子は、堀河天皇への追慕の真情を他人に汲み取 られる共有 しうる時にだけ、他





例 しかない。 これは二人の恋の実在性 ・具体性の希薄なことの証左とも言える。
ともあれ、下巻の 「われ」 は複雑な位相を呈 しているが、 まとまった回想 の叙述 に用 いられる
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「われ」には、女主人公にも擬i定されるべき作者の人物像が描かれている。そ して作者の描写の焦
点は、堀河天皇から次第に自己自身としての 「われ」へ と移動 していることに気付 く。
第5章 『讃岐典侍 日記』 における和歌の役割
本日記に含まれる28首の和歌は、贈答歌11首と独詠歌17首とから成 り、更に独詠歌は他作歌7首
と自作歌10首とに秀 けられる。
7首の他作歌の形式 は、一つのパターンを示 していて、7首 とも作者の心情を代弁 して表出する
のに寄与 している。そして、それ らの和歌は地の文の流れの中で、不十分な表現を補完する役割を
担 っている。 さらに、和歌に続 く地の文は、一つの類型をなしている。そこには、先行歌を引用 し
て、それに重ね合わせつっ自己の心情を表出 しようという意図が、明らかに読み取れる。長子 は、
現実の眼前の事物を媒介にして高揚する堀河天皇への追慕の情を、先行歌 によって強調的に表出す




知 ることができない。そ して、贈答歌 と地の文との関係は他作歌 と地の文 との関係と大差ないもの
と考えてよい。 このように、本 日記の贈答内は、贈答歌の一般的な機能を十分に果た していないと






は本日記の意図 堀河天皇の状態を詳細に描 くことによって同時に作者 自身をも表出する一 に
直接結 びっ く機能を果たす ものであったのである。
結 論
最後に、『土佐 日記』から 「讃岐典侍日記』に至るまでの展開を辿 り、本日記の平安朝女流日記
における位相を明 らかにする。
「女性仮託」の姿勢でr土 佐 日記』を書 き記 した紀貫之は、践にあたる日記の末尾に 「忘れ難く、
口惜 しきこと多かれど、え尽 くさず。 とまれか うまれ、疾 く破りてむ」。という文言を記 した。同
じように、「蜻蛉 日記』上巻の祓にあたる部分にも 「あるかなきかのここちす るかげろふの日記 と.
いふべ し」という文章が見 られる。 ここに両日記の類似性が見られよう。なお、官人の立場を離れ
て私的情趣を表出するのは、紀貫之の 『土佐日記』で創始 されたものと言えよう。 このような私的
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な、自己の心情の表出、述懐の営為が 「家の女」の記としての 『蜻蛉 日記』に受け継がれて行 くこ
とになる。
『和泉式部 日記』は、『蜻蛉日記』と比較すると、きわめて異質な作品と言 ってよいが、 いわゆ
る 「超越的視点」 という表現方法においては、両作品の間に関連性が認められる。『和泉式部 日記』
は、『蜻蛉日記』で萌芽に終わった 「内面への超越的視点」による表現において大 きく成功 し、す






自己の人生 も回想 し鋭 く深い内省と批判を加えつつ、孤独な重い思索に沈んでいく。『紫式部日記』








論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、『讃岐典侍 日記』の平安朝後期女流 日記としての様式的特質と諸相を、主として成立 ・





「序論 研究の課題 と方法」においては、伝本(諸 本)・成立事情 ・作者 ・作品内容などに関す
る従前の研究成果を丹念に整理 し、批判的な短評を差し挟むことによって独自の研究史の構築を試
みる。史実 との対応関係の調査に終始 しがちなこれまでの研究の趨勢とは別途に、文芸的日記(日






「第一章 『讃岐典侍日記』の成立 と方法」では、長子 による堀河天皇の看取 りの記を上巻に、
長子が新帝 ・鳥羽天皇に仕えながら亡 き堀河帝への思慕を増幅していく追慕の記を下巻に配 して一
篇を構成 した、と述べる。そこから、 日記執筆の契機とともに時期もまたおのずから推定 されるこ
とになる、とも説 く。いずれも、 日記文芸の機能のひとっとして自己救済性を指摘する論者の視点
に発する見解 として注目に値する。「第二章 『讃岐典侍 日記』の主題」 は、序文 と末尾の章段を
連動的に捉えることによって、長子によって意図的に企まれた、堀河帝との密室の情愛 という架空
の世界を語ることにあった、 とする。本論文の全体の主旨にもかかわる論者の創見が凝縮的に示さ
れた論述であることは言 うまでもない。「第三章 『讃岐典侍 日記』の構造」では、上巻の世界に
おいて脇役的存在だった長子が、下巻の世界に至ると、回想という虚構の装置を用いることによっ
て堀河帝 とともに主役に変貌す る推移が、その文芸的構造を規制 していることを指摘す る。「第四
章 『讃岐典侍 日記』の人物像」では、五人の登場人物の描写をとおして、長子自身の堀河帝 との
特異な関係性を浮 き彫 りにする意図の下 に造型されたものであることを論証 して間然するところが
ない。「第五章」及び 「第六章」は、「『讃岐典侍 日記』の表現」の特性を、上巻 と下巻 にっいてそ
れぞれ考察 したもので、視点人物や時間表現をも視野に入れながら、「作者が注意深 く堀河天皇 と
自己との愛の構図を創出していく」主観的 ・閉鎖的表現機構の特質を析出する。そのことは、「第
七章 『讃岐典侍日記』下巻五節の一段をめ ぐって」の表現構造一 現実と過去との円環的表現の
図式 とも補完 ・照応するものである、と説 く。
「第二篇 『讃岐典侍日記』.の諸相」は、五章から成 り、「第一篇」の基層を成す文芸的内容を
鮮明に照射 している。
まず、論者 は、「作者は自分自身を直接的に描 くことよりも、 自分の周辺の人物 たちを客観的に
叙述することによって、かえって自身の姿を鮮烈に描 き上げることができたのではなかったろうか」
(「第一章 『讃岐典侍日記』における心情語」)という独自の作業仮説に視座を据え る。そ して、
心情語(第 一章)、愛 と死(第 二章)、対読者意識(第 三章)、「われ」の位相(第 四章)、和歌 の役
割(第 五章)な どの多角的な観点か ら、相互連関的に自らの仮説の正当性を検証 してい く。 「堀河
天皇から特別な寵愛を受けたことを(や や作為的に自己)確認 し、そのことを顕示 したいと願うと
ころに、 日記を書 く裏の意図が託されている」(第三章)と 読み解 く論者は、「現実の生活で天皇か
らの恩愛をうけることができなくて、死を媒介にして、書 くという行為をとおして、はじめて虚像
としての愛の対象の措定を達成 した」(第四章)長 子の人物像と作品のモチーフを明 らかに し、彼
女の実体験 と表現による虚構 との亀裂のはざまに作者の真実の女心の所在を確認する。 この日記の
主題や世界構造 も、そのような解釈に基づくことによってのみ、「初めて明らかにすることができる、
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とも説 く。先行の諸説 とは、大きな差異を持つ見解であることは言 うまで もない。作品の文章表現
に執着 しっっ、それを丹念 に分析 し、独創的な解釈を導き出していく論者の方法と論述 は、極めて
説得力に富む。上述のような結論ほ、「第一篇」の論旨にも照応 して、本日記の様式的徴標を示す
ものとして見過 ごしがたい。
「結論」では、『土佐日記』から 『讃岐典侍日記』 に至るまでの史的展開を辿 り、 日記的様式の
諸要素を具備 しつっも、虚構の愛の世界の演出に成功 した女流 日記のひとっの達成 として 『讃岐典
侍 日記』の定位を試みる。
以上のように、本論文 は、『讃岐典侍 日記』の虚構の装置と機能に着目することによ って、 その
様式的特質 と、死 と愛の相関性の架空の構図を多角的 ・総合的に考察 したものである。広く従来の
研究史を踏まえ、通行の諸説 に疑義を呈しつつ、 自らの新見を慎重に導入 して、史実との対応 ・短






総 じて、本論文 は、『讃岐典侍日記』の研究史上に未踏の分野を切 り開き、新 たな道標を打 ち据
えて、斯学の水準を高めたものであることは、疑いを入れないところである。
以上の理由によって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有す
るものと認められる。
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